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ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

②
一

伊
豆
国
中
道
巡
拝
絵
馬

近
世
の
庶
民
は
、
イ
‐
…
仰
と
観
光
を
目
的
に

旅
行
を
楽
し
ん
だ
．
気
心
の
知
れ
た
仲
間
同

卜
が
連
れ
立

っ
て
、
自
衣
の
巡
礼
姿
に
六
根

清
浄
の
杖
を

つ
き
、
四
国

。
西
国

・
坂
束

・

秩
父
な
ど
の
三
卜
三
所
の
観
古
霊
場
を
ま
わ

っ
た
の
で
あ
る
．

ま
た
、
こ
れ
ら
の
本
格
的
な
巡
礼

コ
ー
ス

と
は
別
に
各
地
域
に
は
ミ
ニ
チ

ュ
ア
的
な

コ

ー
ス
も

つ
く
ら
れ
、
よ
り
身
近
な
旅
が
行
わ

れ
た
．
沼
津
周
辺
の
例
で
は
、
駿

呈
両
国
横

道
、
駿
河

一
国
横
道
、
伊
豆
国
横
道
、
伊

‐ヽ１

国
中
道
な
ど
で
あ
る
。
上
の
写
真
は
、
伊
豆

国
中
道
三
十
二
所
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
沼
津
市

内
浦
重
■
の
観
古
常
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
中

道
巡
拝
記
念
の
絵
馬
で
あ
る
ぃ
明
治
四
十
二

年

一
一
九
●
九
一
本
納
の
も
の
で
あ
り
、
近

代
に
入

っ
て
か
ら
も
依
然
と
し
て
庶
民
の
根

強

い
信
仰
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
．

な
お
、
こ
の
絵
馬
を
描
い
た
‐――‐―
家
は
河
鍋

暁
斎
の
落
胤
で
沼
津
で
ベ
ン
キ
職
を
常
ん
だ

宇
川
雨
柳
で
あ
る
．
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
思
わ

ぬ
人
物

の
作
品
が
残

っ
て

い
た
も

の
で
あ

る
．
一雨
柳
に
つ
い
て
は
、
鈴
川
憲
三

「
河
鍋

暁
斎
と
宇
田
雨
柳

〓‐‐沼
津
史
談
』
８
を
参
照
一

伊豆国中道巡拝絵馬 (重寺観音堂)

同行者 6名 が女性である。当時の女性にとって巡礼の小旅行は

家庭から解放される数少ない機会であった。
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シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

〈①
〉

沼
津
病
院
が
す
す
め
た
健
康
食
品

写
真
は

「能
き
物
」
と
題
さ
れ
た
木

版
刷

の

一
枚
史
料
で
あ
る
。
「
陸
軍
医

局
」
と
あ
る
の
で
、
沼
津
兵
学
校
の
付

属
施
設
と
し
て
明
治
二
年
■

八
六
九
）

二
月
に
設
立
さ
れ
、
同
年
八
月
に
沼
津

病
院
と
改
称
し
た
そ
れ
の
印
刷
物
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
史
料
は
原
渡
辺
家

（八
郎
）
文

書
に
含
ま
れ
て
い
た
が
、
同
じ
史
料
は

西
沢
田
平
松
家
文
書
中
に
も
残
さ
れ
て

お
り
、
沼
津
周
辺
地
域
の
庶
民
の
間
に

広
く
配
布
さ
れ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

「能
き
物
」
と
は
健
康
に
良

い
食
品

の
こ
と
ら
し
く
、
そ
こ
に
列
挙
さ
れ
て

い
る
食
品
は
百

一
種
類
で
あ
る
。
た
と

え
ば
野
菜
で
は

「
長
い
も
」
「
大
こ
ん
」

「
に
ん
じ
ん
Ｌ
さ
つ
ま
い
も
Ｌ
ふ
き
」
、

果
物
で
は

「
み
か
ん
」
「
か
き
」
「
ぶ
ど

う
」
「
な
し
」
、
海
産
物
で
は

「
わ
か
め
」

「小
だ
い
」
「
い
か
」
「
あ
わ
び
」
、
そ
の

他

「
と
う
ふ
」
「
た
ま
ご
」
等
々
で
あ
る
。

最
後
は

「右
之
品
何
も
よ
ろ
し
く
尤

し
ほ
か
ら
き
も
の
ハ
一
切
利
な
し
」
と

結
ば
れ
て
お
り
、
塩
分
の
取
り
過
ぎ
が

体
に
悪
い
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
。

陸
軍
医
局

（沼
津
病
院
）
頭
取
の
杉

円
玄
端
は
、
ま
だ
江
戸
に
い
た
慶
応
三

年

（
一
八
六
七
）
に

『健
全
学
』
と
い

う
翻
訳
書

（イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
原
書

を
オ
ラ
ン
ダ
人
が
翻
訳
し
、
そ
れ
を
さ

ら
に
邦
訳
し
た
も
の
）
を
出
版
し
て
い

る
が
、
そ
れ
は
今
日
で
言
う
と
こ
ろ
の

保
健
学
の
先
駆
的
な
書
物
で
あ

っ
た
。

そ
の
中
に
は
当
然

「食
物
及
び
消
食
機

の

型^

「食
料
の
論
」
と
い
っ
た
章
が
あ

り
、
食
品
と
健
康
と
の
関
わ
り
が
紹
介

さ
れ
て
い
た
。

沼
津
で
印
刷
さ
れ
た

「能
き
物
」
は

『健
全
学
』
を
前
提
に
し
た
杉
円
の
見

識
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

陸
軍
医
局
で
は
民
衆
に
種
痘
を
奨
励

す
る

「種
痘
弁
」
と
い
う
印
刷
物
も
出

し
て
お
り
、
地
域
医
療
活
動
に
積
極
的

な
姿
勢
を
み
せ
て
い
る
。
こ
こ
に
紹
介

し
た

「能
き
物
」
も
同
様
の
事
実
を
裏

付
け
る
も
の
で
あ
り
、
沼
津
病
院
関
係

の
数
少
な
い
史
料
で
あ
る
。

（

篠
務

Ｏ
ゆ
，
　
〇
な
０子

○
み
ユ
∽
ｒ
Ｏ
人
τ
ル

○
み
乍
ル
○
警

○
，レ
い

○
わ
Ｙ

ｏ
？
Ｙ

ｏ
か
き

ｏ
ら
■
Ｙ
ｏ
な

〇
″ヽき
　
○
ち
き
　
○
？
ｌ

ｏ
う
けざ

ｏ
ｌ
ル
み
○
ム
を

Ｏ
減
ク
■
″
０
４
あ
　
○
主
ん
ふ
○
摯
う

ｏ
電
董
で
ｏ
多
，
第
て，

∞耳
”
脱
葬

∞葬

∞夕

∞鮮

へ）
奪
Ｊ
ろ
〇
今
亨
ろ
○
ら
、？
さ

Ｏ
ら
、
け
′
○
や
ゑ
夕

○
う
？
ユ
め

○
″
び
Ｉ
ム
）
λ
り
い
〇
き
去
り
‐
○
ご
ま
　
○
な
γ
ん

０
０
ど

○
く
を
　
Ｏ
ｔ
，
メ

○
み
う
ル

○
か
ヽ
」
．〇
ぶ
ダ
ラ

○
多
―

○
そ
い４
乏

○
な
ユ
え
↑
０
、し
全
ふ
り
Ｃ
ス
な
さ

○
ら
ル
バ

○
め
↑
ざ

○
あ
ら
う

Ｏ
あ
～
ゆ

○
じ
な
？
ノ○
で
ζ
，
ハ
）‘
？
み

○
―
久

○
さ
１
９

０
や
ふ
い
○
を
，
ヽ
Ｏ
役
な
ら
〇
小
が
い

○
な

み

ｏ
留

れ
い
ｏ
女
び
麟

ｃ
め
∵
て
，
０
ち
ｆ
Ｚ

Ｏ
∵
轟
多

○
い
´
″

〇

″ヽ
の
こ

○
イ
い
ご
　
〇
す
Ｏ
ｒ

Ｏ
か
が
こ

○
め
ｒ
件

ｏ
沖
ず
ど

０
６
あ
う
／
○
‥
，２
を

○
↑
！
，

０
１
ヨ
庁
片
○
ち
ル
，
た
○
あ
グ
ゑ
い

○
あ
あ
ご

〇
ふ
ふ
　
○
こ
い
　

Ｏ
ａ
ザ
，
○
ム
甘
ど

ｏ
い
う

○
か
き
　
〇
あ
ネ
い
○
み
ト
ー

○
ら
１
び

○
ゞ
ｌ
ゲ
い

移
よ

響

あ

―

な
る

―

夕

ｒ

´
シ
あ
τ
～
―

陸
軍
弊
る
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国

粋

主
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者

と
江
原

素
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江
原
素
六
関
係
文
書
に
は
七
九
〇
通

以
上
の
素
六
宛
書
簡
が
含
ま
れ
て
い
る

が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
以
下
の
よ
う
な
も

の
が
あ

っ
た

（江
原
家
文
書
Ｅ
ｌ
ａ
ｌ

２．
）
。

粛
啓
　
時
下
益
々
御
清
祥
奉
賀
候
、

本
会
設
立
以
来

一
年
有
半
を
経
過
し

て
日
々
国
家
社
会

の
為
め
に
幾
分
之

貢
献
を
為
し
来
り
し
は
偏

二
閣
下
の

御
声
援

二
よ
る
も
の
と
感
謝
之
至
り

二
不
勝
候
、
現
時
之
実
勢

二
顧
ミ
て

益

々
邦
家
之
為
め
に
微
力
を
尽
す
べ

き
秋

二
方
り
、
閣
下
を
御
煩
し
て
本

会

の
賛
助
員

二
御
願
致
し
度
、
此
段

得
貴
意
候
　
勿
々
敬
具

大
正
十

一
年
二
月
十
日

大
和
民
労
会

総
務
河
合
徳
二
郎

江
原
素
六
様

大
和
民
労
会
と
は
ど
の
よ
う
な
団
体

で
あ
ろ
う
か
。
『角
川
日
本
史
辞
典
』
の

「右
翼
運
動
」
の
項
目
を
ひ
く
と
、
「本

格
的
に
は
第

一
次
大
戦
後
、
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
風
潮
に
対
抗
し
て
展
開
、

１
９
１
９

（大
正
８
）
大
日
本
国
粋
会
・

関
東
国
粋
会
、
２
１
大
和
民
労
会
な
ど

が
設
立
さ
れ
、
大
衆
運
動

・
労
働
争
議

へ
の
暴
力
的
介
入
が
激
化
し
た
」
と
あ

り
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
に
結
成
さ

れ
た
代
表
的
な
右
翼
団
体
で
あ

っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

河
合
徳
二
郎
な
る
人
物
は
、
東
京
の

土
木
建
築
請
負
業
者
で
あ
り
「
大
衆
人

事
録
　
昭
和
三
年
版
し
、
最
初
大
日
本

国
粋
会
の
結
成
に
関
与
し
た
が
後
に
分

派
し
た
ら
し
い
。
大
和
民
労
会
は
大
正

十
年

（
一
九
二

一
）

一
月
に
自
由
人
連

盟
主
催
の
演
説
会
を
襲
い
ア
ナ
キ
ス
ト

の
詩
人
松
本
淳
三
を
刺
す
な
ど
の
行
動

に
及
ん
だ
が
、
そ
れ
に
慣
慨
し
た
社
会

主
義
者
た
ち
も
赤
色
防
衛
団
を
結
成
し

浅
草
観
音
堂
一暴
の
大
和
民
労
会
本
部
に

デ
モ
を
か
け
る
な
ど
の
対
抗
措
置
に
出

た
こ
と
が
知
ら
れ
る

（今
井
清

一

『
日

本
の
歴
史
２３
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
Ｌ
。

同
会
は
憲
政
会
や
立
憲
政
友
会
と
い
っ

た
既
成
政
党
を
バ
ッ
ク
に
し
て
い
た
ら

し
い

（京
都
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室

（

編

『日
本
近
代
史
辞
典
』
付
録

「右
翼

団
体
系
統
図
し
。

急
速
な
社
会
主
義
運
動

・
労
働
運
動

の
展
開
に
危
機
意
識
を
抱
い
た
政
権
政

党
で
あ
る
立
憲
政
友
会
で
は
、
大
正
七

年

（
一
九

一
人
）
そ
の
院
外
国
と
も
い

う
べ
き
大
正
赤
心
団
を
組
織
し
た
り
、

翌
年
床
次
竹
二
郎
内
相
が
斡
旋
し
て
大

日
本
国
粋
会
を
結
成
さ
せ
た
り
と
い
っ

た
具
合
に
反
動
勢
力
を
利
用
し
て
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
を
抑
え
込
も
う
と
し
た
。

江
原
宛
の
こ
の
書
簡
は
、
大
和
民
労

会
が
政
界
で
の
支
持
者
の
ひ
と
り
と
し

て
立
憲
政
友
会
の
長
老
た
る
江
原
を
見

込
み
、
賛
助
員

へ
の
就
任
を
依
頼
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

立
憲
政
友
会
所
属
の
政
治
家
の
中
に

は
大
日
本
国
粋
会
の
会
長
に
な
っ
た
村

野
常
右
衛
門
の
よ
う
な
人
物
も
あ
っ
た

が
、
江
原
は
国
際
派
の
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト

で
あ
り
、
社
会
問
題
を
憂
慮
す
る
点
で

は
同
じ
で
も
そ
の
解
決
の
求
め
方
は
全

く
逆
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う

な
団
体
か
ら
の
就
任
依
頼
に
応
じ
た
は

ず
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
理

論
的
指
導
者
古
野
作
造
の
よ
う
な
人
物

に
尊
敬
さ
れ
た

一
方
で
、
江
原
は
そ
の

正
反
対
の
陣
営
か
ら
も
敬
意
を
表
さ
れ

る
存
在
で
も
あ

っ
た
よ
う
だ
。

昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
終
戦
時

に
文
部
大
臣
を

つ
と
め
て
い
た
大
田
耕

造

（
一
八
八
九
～

一
九
八

一
）
は
、
東

京
帝
国
大
学
在
学
中
、
古
野
作
造
ら
の

指
導
の
下
に
設
立
さ
れ
社
会
主
義
運
動

の
源
流
と
な

っ
た
新
人
会
に
対
抗
し
、

興
国
同
志
会
と
い
う
学
生
団
体
を

つ
く

り
国
家
主
義
運
動
を
進
め
た
人
物
で
あ

る
が
、
一午
業
後
に
参
加
し
た
国
家
主
義

団
体
国
本
社
の
機
関
誌

『国
本
」
に
、

「
江
原
素
六
翁
を
憶
う
」
と
い
う
文
章

を
寄
せ
、
江
原
の
死
を
悼
ん
だ
「
国
本
』

第
二
巻
第
七
号
、
大
正
十

一
年
七
月

一

日
、
亜
細
亜
大
学
発
行

『
ア
ジ
ア
の
夢

と
青
年

へ
の
期
待
―
大
田
耕
造
先
生
論

説
選
―
』

一
九
八
七
年
所
載
）
。

大
田
は
江
原
に
つ
い
て
、
「翁
を

一
言

に
し
て
尽
せ
ば
偉
大
な
る
凡
人
で
あ

っ

た
。
何
等
の
奇
な
く
、
飾
り
な
く
然
か

も
涙
に
脆
き
情

に
熱
き
先
生

で
あ

っ

た
。
然
り
真
の
先
生
で
あ

っ
た
。
而
し

て
そ
の
最
も
偉
大
な
感
化
力
を
絶
え
ず

見
え
ざ
る
世
界
に
放

っ
て
い
た
。
」
と
評

し
て
い
る
。

左
右
両
陣
営
か
ら

一
目
置
か
れ
た
晩

年
の
江
原
で
あ

っ
た
。
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お
知

ら

せ

欄

◎
企
画
展
「館
蔵
書
画
名
品
展
」
の

開
催
に
つ
い
て

去
る
十
二
月
二
十

一
日

（火
）
か
ら

二
月
二
十
七
日

（日
）
ま
で
の
開
期
で

企
画
展

「館
蔵
書
画
名
品
展
」
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
当
館
に
寄

贈

・
寄
託
さ
れ
た
史
料
の
中
か
ら
、
近

世

・
近
代
の
書
家

。
画
家

・
名
士
の
墨

蹟
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

今
回
が
初
公
開
の
史
料
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
御
鑑

賞
下
さ
い
。

主
な
展
示
品
の
作
者
は
、
頼
山
陽

・

菅
茶
山

・
大
窪
詩
佛

・
貫
名
海
屋

・
巻

菱
湖

・
谷
文
兄

・
横
井
金
谷

・
山
東
京

伝

・
河
鍋
暁
斎

・
長
三
洲

・
西
郷
隆
輛

・

中
村
不
折

・
高
浜
虚
子
な
ど
で
す
。

◎
沼
津
市
明
治
史
料
館
史
料
目
録

‐５
の
刊
行
に
つ
い
て

『原
渡
辺
家
文
書
日
録
』
、
Ｂ
５
判
二

四

一
頁
、
頒
価

一
〓
一〇
０
円
．）

当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
原
渡
辺
家

（本

陣
）
、
同
じ
く
渡
辺
家

（八
郎
）
の

一軒

の
旧
家
の
文
書
目
録
で
す
。

◎
受
贈
刊
行
物
の
紹
介

韮
山
町
史
第
七
巻

・
第
九
巻

（韮
山

町
史
編
さ
ん
室
）
、
裾
野
市
史
第
四
巻

・
茶
畑
の
民
俗

・
裾
野
市
史
研
究
第
５

号

（裾

野
市
史
編

さ
ん
室
）
、
竹

と
生

活

・
三
島
宿
本
陣
家
史
料
集
９

（三
島

市
郷
上
館
）
、
登
呂
遺
跡
第

一
次
調
査

の
記
録

（静
岡
市
立
登
呂
博
物
館
）
、

写
真
集
静
岡
県
の
絵
は
が
き

（羽
衣
出

版
）
、
静
岡

の
文
化
第
３５
号

（静
岡
県

文
化
財
団
）
、
三
島
大
社
関
係
文
書
目

録

（静
岡
県
教
育
委
員
会
）
、
金
谷
町

史
資
料
編
二

（金
谷
町
役
場
）
、
舞
阪

町
立
郷
上
資
料
館
年
報
第
２
号

・
舞
阪

の
大
漁
旗

（舞
阪
町
立
郷
土
資
料
館
）
、

小
山
町

の
歴
史
第

７
号

・
小
山
町
史

資
料
所
在
日
録
第
１６
集

・
第
１７
集

（小

山
町
町
史
編
さ
ん
室
）
、
沼
津
史
談
第

４４
号

（沼
津
史
談
会
）
、
豊
岡
村
史
資

料
編

一
二

一
貪
，
岡
村
）
、
高
林
家
史

料
三

（浜
松
市
立
中
央
図
書
館
）
、
１５
年

の
あ
ゆ
み

（裾
野
市
立
富
士
山
資
料

館
）
、
地
方
史
静
岡
第
２．
号

（地
方
史
静

岡
刊
行
会
）
、
日
で
見
る
沼
津

・
駿
束
の

１
０
０
年

（郷
土
出
版
社
）
、
静
岡
銀
行

史

（静
岡
銀
行
）
、
伊
豆
の
郷
土
研
究
第

‐８
号

（田
方
地
区
文
化
財
保
護
審
議
委

員
連
絡
協
議
会
）
、
静
岡
県
立
中
央
図
書

館
蔵
書
目
録
第
８
巻

（静
岡
県
立
中
央

図
書
館
）
、
内
田
旭
著
作
集

一
ｉ
起
江
十

六
号

（浜
松
史
蹟
調
査
顕
彰
会
）
、
富
士

市
史
資
料
日
録
第
４
韓

倉
昌
士
市
）
、
修

善
寺
町
所
蔵
近
代
日
本
画

（修
善
寺

町
）、新
居
も
の
が
た
り
⌒新
居
町
教
育
委

員
会
）
、
石
津
の
民
俗
・北
松
野
の
民
俗
・

静
岡
浅
問
神
社
界
隈
の
民
俗

・
静
岡
県

史
研
究
第
９
号

（静
岡
県
教
育
委
員
会

県
史
編
さ
ん
室
）

以
上
最
近
受
贈
の
県
内
関
係
の
も
の
。

博
覧
都
市
江
戸
東
京
展

（江
戸
東
京

´

博
物
館
）
、
草
薙
金
四
郎
文
庫
日
録

（瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
）
、
浄
土

信
仰
の
美

（長
野
市
立
博
物
館
）
、
明
治

時
代
の
八
王
子

（八
王
子
市
郷
土
資
料

館
）
、
渋
沢
研
究
第
６
号

（渋
沢
史
料

館
）
、
豊
島
の
集
団
学
童
疎
開
資
料
集
５

（豊
島
区
立
郷
土
資
料
館
）
、
埼
玉
県

行
政
文
書
総
日
録
第
５
集

（埼
玉
県
立

文
書
館
）
、
渡
辺
家
史
料
日
録

（柳
川

古
文
書
館
）
、
モ
ー
ス
博
士
と
大
森
貝
塚

（品
川
区
立
品
川
歴
史
館
）
、
藤
沢
市

文
書
館
紀
要
十
六

（藤
沢
市
文
書
館
）
、

茨
城
県
立
歴
史
館
報
第
２０
号

（茨
城

県
立
歴
史
館
）
、
寒
川
町
史
Ｈ

（寒
川

町
）
、
地
域
史
研
究
は
こ
だ
て
第
１７
号

（函
館
市
史
編
さ
ん
室
）
、
市
史
に
い
が

た
第
１２
号
（新
潟
市
）
、
松
戸
写
真
館
（松

戸
市
立
博
物
館
）
、
世
田
谷
区
史
料
叢
書

第
八
巻

（世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
）
、

三
井
文
庫
論
叢
第
２６
号

（財
団
法
人
三

井
文
庫
）

以
上
最
近
受
贈
の
県
外
関
係
の
も
の
．

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第

３６
号

輪
篠
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―

一

電
　
話

〇
五
五
九
二
Ｉ
下
三
三
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
九
二
一五
上
二
〇

一
八

貫名海屋書画
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